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１．指数算式の変更

（１）何を変えるのか？

デフレーターと実質値の計算方法を、現行の

固定基準年方式から連鎖方式に変更。

（２）いつから変えるのか？

12月8日（水）公表予定の平成１5年度確報及
び平成16年7－9月期ＧＤＰ2次速報から移行。
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２.なぜ指数算式を変更するのか

（１）現行の実質GDP算出方式 ― 固定基準年方式
・実質ＧＤＰおよびデフレーターの集計値の指数算式は、基準年を固定。現在の基

準年は平成7年（1995年）。
・指数算式：実質ＧＤＰはラスパイレス型数量指数、デフレーターはパーシェ型物価
指数。

（２）固定基準年方式の問題点
一般的に、基準年から離れるほど比較時点における財・サービス間の相対
価格は拡大し、相対価格が低下した財・サービスの需要が増大。
⇒固定した基準年の価格や数量のウェイト構造が、次第に不適切なものになる
（代替バイアスの発生）。例えば、物価指数の場合、パーシェ型（GDPデフ
レーター）は下方バイアス、ラスパイレス型（CPI,CGPI）は上方バイアスの問題。

（３）最近の動向
近年技術革新のスピードが速く、品質向上が著しいIT関連財が、大きな価格低
下とともに急速に普及。
⇒相対価格が基準年から大幅に変化。
⇒バイアスが拡大している可能性。
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３．連鎖方式について

（１）連鎖方式とは？
・実質化の指数算式において、前年を基準年とし、それらを毎年毎年積

み重ねて接続する方法。
・固定基準年方式では、ある特定の年が基準年になるのに対して、連鎖

方式では毎年基準年が更新されていく。

（２）国際的な動き
・国連基準（９３ＳＮＡ）も連鎖方式の導入を推奨

・G７のうち、四半期別GDP速報に連鎖方式を導入している国は、米
（1996）・カナダ（2001）・英（2003）。他の国も近い将来に導入予定。
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４．連鎖方式の特徴
（１）バイアスが解消され、最近のウェイト構造が反映される

連鎖方式では、基準年 がいつも前年になる。
５年毎に基準改定を行う場合には最大で１０年近く基準年から離れる
ことになる。

（２）実質成長率の改定幅が小さい
固定基準年方式とは異なり、実質成長率は、参照年の設定時期に影
響されない。

（３）加法整合性の不成立
内訳項目の合計が集計項目に一致しない（ただし、参照年とその翌年
に限っては成立）。すなわち、各需要項目の実質値の合計はＧＤＰ実
質値にならない。

（４）寄与度計算の変更
実質値の寄与度計算が、現行の固定基準年方式とは異なるものにな
る（10．参照）。



連鎖方式のイメージ
地図：距離、面積、方角の全ては厳密には描写できず、目的に応じた図法を採用

↓
実質ＧＤＰ：全体・部分の関係、伸び率の両方は厳密には表示できず、目的に応じた指数を採用

注）この図は直感的な連鎖方式のイメージを示したもので、理論的に正確な対応がとれる性質のものではありません。
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５．指数算式の基本形
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６．計算事例（デフレーター）
個 別 デ ー タ
0期 1期 2期
品 目 価 格 数 量 名 目 値 価 格 数 量 名 目 値 価 格 数 量 名 目 値
i=A ,B

Ａ 10 5 50 Ａ 10 5 50 Ａ 10 5 50
Ｂ 6 3 18 Ｂ 4 5 20 Ｂ 3 8 24

合 計 68 合 計 70 合 計 74

＝ 10× ５ ＋ ４ × ５ ＝ 0.88 10× ５ ＋ ３ × ８

10× ５ ＋ ６ × ５ 10× ５ ＋ ４ × ８

＝ 70 ＝ 0.88 74
80 82

＝ 0.88 ＝ 0.79

＝ 10× ５ ＋ ３ × ８

＝ 0.88 10× ５ ＋ ６ × ８

＝ 0.76

実 質 値 連 鎖 70÷ （0 .88）＝ 80 74÷ 0.79＝ 93.7
名 目 値 ÷ デ フ レ ー タ ー 固 定 70÷ （0 .88）＝ 80 74÷ 0.76＝ 98.0

成 長 率 （93.7÷ 80－ １ ）× 100＝ 17.1

1期 か ら ２ 期 へ の 成 長 率 （％ ） （98 .0÷ 80－ １ ）× 100＝ 22.5

連
鎖
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７．連鎖方式への移行に伴う新しい推計方法の導入

（１） 第４四半期重複法
前暦年基準の連鎖方式による四半期計数は、Ｔ年の10～12月期→Ｔ＋1年1～3月期の間で基準時点が変更となるため前
期比成長率に断層が生じてしまう。「第4四半期重複法」は下記のように毎年の第4四半期で計数をリンクしていくことで、こ
の問題を回避する。

（２） 在庫の計算方法
連鎖方式においては、毎基準年の指数で連鎖するため、値が負にもゼロにもなり得る在庫においては在庫ストックを連鎖
指数として計算した後にストックの差としてフローの在庫を求めることになる。

＜イ メー ジ図 ＞              リン ク  
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（３） 連鎖指数におけるベンチマークの必要性
（時間的加法整合性について）

連鎖指数においては、固定基準方式とは異なり、一般的に、四半期データから作成した四半期値（実質値）の暦年合計
が、暦年データから作成した暦年値（実質値）に一致しない（時間的加法整合性の不成立）。このため、既導入国同様、
暦年値を四半期値の情報を用いて分割（ベンチマーク）し、「各四半期値の暦年計＝暦年値」となる四半期値を推計する。
なお、ベンチマークの手法としては比例デントン法を用いる。
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８．表章の変更
(1) 参照年は平成12年（2000年）

実質値の系列は、平成12年においてデフレーター＝100とする。これにあわせて現
行の「1995暦年基準」に代わって「2000暦年連鎖価格」と表示。

（注）「基準年」と「参照年」について
これまで基準年という概念には、①『国勢調査』『産業連関表』等重要な基礎統計の入手や新たな推計概

念の導入を踏まえた名目値のベンチマークとなる年、②実質値・デフレーターにおける指数算式のウェイト
統合の基準となる年、③デフレーター＝100となる実質値の基準となる年、という３つの意味があった。今ま
でそれらは同一年であった。

連鎖方式の移行に伴いこれらは分離されることとなる。区別するために ①の年を、その年の名目推計
値が国民経済計算体系の基準値となるという意味で「体系基準年 (benchmark year)」、②については「基
準年 (base year)」、③については「参照年 (reference year)」と整理される。

今回のケースでは

①体系基準年 1995年（来年末の改定で2000年に）

②基準年 前暦年（2004年については2003年）

③参照年 2000年（来年末以降は体系基準年と同じに）

(2) 「開差」項目の導入
表章項目は、基本的には現行様式を踏襲するが、実質値のＧＤＰと各需要項目の
合計との「開差」を新たに表章。
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９．表章のイメージ
実際の公表資料における表章のイメージ

○年○-○月期実質原系列 （2000暦年連鎖価格　10億円）
（前暦年基準）

（集計方法） 前期比 前期比寄与度 前年同期比 前年同期比寄与度

（連鎖）

     加法整合性が成立しない 連鎖に対応する計算方式

　 民間最終消費支出 （連鎖）
　家計最終消費支出 （連鎖）
　除く持ち家の帰属家賃 （連鎖）
民間住宅 （連鎖）
民間企業設備 （連鎖）
民間在庫品増加 （連鎖）
政府最終消費支出 （連鎖）
公的固定資本形成 （連鎖）
公的在庫品増加 （連鎖）
純輸出 （輸出－輸入）
　輸出 （連鎖）
　輸入 （連鎖）

開差 （ＧＤＰ－（＊）項目計）

内需 （連鎖）
民需 （連鎖）
公需 （連鎖）

　　　　　　　ＧＤＰ

＊

＊
＊
＊

＊

＊

＊
＊
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10.寄与度の計算方法（実質値）

前期比寄与度
（t年第k四半期の項iの寄与度）

（注）

現行連鎖四半期
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14

１１．連鎖方式の導入による影響（試算）
（１） 実質ＧＤＰ（季節調整済前期比）
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（3） 家計消費デフレーター（前年同期比）
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（４） 設備投資デフレーター（前年同期比）
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連鎖方式

固定基準年方式



18

１２．今後の予定

（１）固定基準年方式（現行系列）の公表

各四半期の２次速報値の公表日の２週間後を目途に公表

予定

（２）他の勘定への導入時期等

① 生産系列、資産系列については、作業状況を踏まえて移

行について検討する。

② 93年以前の系列への遡及については、今後検討する。



表１　連鎖方式と固定基準年方式による実質値の比較(前期比)

（単位：％）

GDP 家計最終消費支出 民間住宅 民間企業設備 政府最終消費支出 公的固定資本形成 財貨・サービスの輸出 財貨・サービスの輸入

連鎖方式 固定基準年方式 連鎖方式 固定基準年方式 連鎖方式 固定基準年方式 連鎖方式 固定基準年方式 連鎖方式 固定基準年方式 連鎖方式 固定基準年方式 連鎖方式 固定基準年方式 連鎖方式 固定基準年方式

6 1-3

4-6 0.3 0.4 0.1 0.3 3.9 3.9 1.0 1.0 0.7 0.9 ▲ 3.3 ▲ 2.2 0.2 0.2 2.9 2.9

7-9 1.2 0.9 1.7 1.1 8.3 8.3 ▲ 1.0 ▲ 0.9 1.0 0.8 ▲ 0.7 ▲ 0.4 1.7 1.6 2.1 1.8

10-12 ▲ 0.3 ▲ 0.2 ▲ 0.6 ▲ 0.3 ▲ 3.7 ▲ 3.7 1.5 1.4 0.1 0.6 ▲ 0.8 ▲ 1.0 0.9 0.9 1.7 1.6

7 1-3 0.4 0.4 0.1 0.2 ▲ 3.1 ▲ 3.1 ▲ 1.2 ▲ 1.4 2.2 1.7 ▲ 3.3 ▲ 4.2 0.9 0.8 2.8 2.5

4-6 0.6 0.6 0.9 0.9 ▲ 4.0 ▲ 4.0 4.8 4.8 0.4 0.5 ▲ 0.1 0.4 1.7 1.6 4.1 3.8

7-9 1.1 1.0 0.8 0.5 ▲ 2.5 ▲ 2.5 ▲ 0.3 ▲ 0.3 1.3 1.6 8.5 8.8 0.6 0.6 5.2 5.2

10-12 0.5 0.5 0.8 0.9 3.3 3.3 0.0 ▲ 0.0 0.8 0.7 4.3 4.1 0.6 0.8 4.5 4.5

8 1-3 1.0 1.0 0.5 0.5 4.8 4.8 ▲ 3.6 ▲ 3.5 0.5 0.2 6.1 5.6 2.2 2.2 2.3 2.5

4-6 1.1 1.2 0.4 0.5 4.9 4.9 5.9 5.9 0.6 0.8 0.5 0.7 ▲ 0.0 0.0 3.9 3.8

7-9 0.6 0.5 0.2 0.1 3.7 3.7 4.6 4.6 0.1 0.3 ▲ 8.1 ▲ 7.9 2.5 2.6 0.0 0.3

10-12 1.4 1.4 1.0 1.1 3.0 3.0 2.6 2.6 1.9 1.9 ▲ 4.9 ▲ 5.1 5.5 5.5 1.2 1.2

9 1-3 0.8 0.8 2.4 2.5 ▲ 3.7 ▲ 3.7 3.1 3.1 ▲ 1.0 ▲ 1.3 ▲ 4.3 ▲ 4.4 3.0 3.1 0.6 0.6

4-6 ▲ 1.1 ▲ 1.0 ▲ 3.9 ▲ 4.0 ▲ 11.3 ▲ 11.3 2.1 2.2 0.6 0.8 ▲ 2.0 ▲ 2.0 4.0 3.8 ▲ 1.2 ▲ 1.2

7-9 0.1 0.0 1.1 1.2 ▲ 7.4 ▲ 7.4 0.0 0.1 ▲ 0.3 ▲ 0.3 8.6 8.8 ▲ 2.2 ▲ 2.2 ▲ 0.6 ▲ 0.3

10-12 0.6 0.7 ▲ 0.2 ▲ 0.1 ▲ 4.9 ▲ 4.9 1.4 1.4 0.6 0.6 ▲ 4.6 ▲ 4.8 3.3 3.6 ▲ 2.1 ▲ 2.1

10 1-3 ▲ 0.9 ▲ 1.0 0.0 0.0 ▲ 0.7 ▲ 0.7 ▲ 0.2 ▲ 0.5 0.2 0.0 ▲ 3.6 ▲ 3.7 ▲ 3.0 ▲ 3.1 ▲ 1.1 ▲ 1.2

4-6 ▲ 1.2 ▲ 1.2 ▲ 0.5 ▲ 0.4 ▲ 2.3 ▲ 2.3 ▲ 2.2 ▲ 2.4 1.0 1.2 ▲ 2.8 ▲ 2.8 ▲ 1.5 ▲ 1.6 ▲ 4.2 ▲ 4.0

7-9 0.9 0.9 0.9 0.9 ▲ 2.8 ▲ 2.7 ▲ 1.4 ▲ 1.2 0.7 0.7 2.1 2.3 ▲ 0.2 ▲ 0.1 0.2 0.1

10-12 ▲ 0.1 0.1 0.0 0.1 ▲ 3.5 ▲ 3.5 ▲ 4.3 ▲ 4.3 1.1 1.1 10.3 10.2 ▲ 1.6 ▲ 1.8 ▲ 2.3 ▲ 2.7

11 1-3 ▲ 0.6 ▲ 0.6 ▲ 0.6 ▲ 0.7 ▲ 0.6 ▲ 0.6 ▲ 0.2 ▲ 0.0 1.4 1.4 2.1 2.3 ▲ 0.4 ▲ 0.5 2.8 2.9

4-6 0.7 0.7 ▲ 0.1 0.0 7.6 7.6 ▲ 0.4 ▲ 0.4 1.0 1.1 ▲ 0.3 ▲ 0.3 1.4 1.7 2.2 2.1

7-9 ▲ 0.2 ▲ 0.1 0.5 0.5 2.0 2.0 0.2 0.5 1.4 1.4 ▲ 5.1 ▲ 5.0 3.8 3.7 2.6 2.5

10-12 0.4 0.4 0.0 0.0 ▲ 5.0 ▲ 5.0 2.5 2.7 0.5 0.6 ▲ 2.3 ▲ 2.3 2.3 2.2 2.2 2.2

12 1-3 0.9 1.0 0.1 0.2 1.2 1.2 3.3 3.3 1.4 1.4 ▲ 3.6 ▲ 3.7 4.6 4.9 0.7 1.2

4-6 0.7 1.0 0.2 0.3 1.7 1.7 ▲ 0.5 ▲ 0.1 1.7 1.8 1.7 1.9 3.2 3.3 3.5 3.5

7-9 0.5 0.7 ▲ 0.0 0.2 ▲ 2.4 ▲ 2.4 3.9 4.5 1.1 1.1 ▲ 4.7 ▲ 4.6 1.4 1.4 1.3 1.8

10-12 1.0 1.2 0.5 0.7 2.4 2.4 7.0 7.2 0.5 0.6 ▲ 6.0 ▲ 6.0 0.2 0.2 3.0 3.3

13 1-3 0.4 0.3 0.7 1.0 ▲ 0.5 ▲ 0.5 ▲ 4.0 ▲ 4.3 0.4 0.4 6.7 6.7 ▲ 3.3 ▲ 3.2 ▲ 1.0 ▲ 0.7

4-6 ▲ 1.1 ▲ 1.1 ▲ 0.0 ▲ 0.0 ▲ 7.3 ▲ 7.3 ▲ 0.2 ▲ 0.1 1.0 1.0 ▲ 4.9 ▲ 4.9 ▲ 3.5 ▲ 3.8 ▲ 2.0 ▲ 1.8

7-9 ▲ 0.7 ▲ 0.8 ▲ 0.1 ▲ 0.1 ▲ 0.6 ▲ 0.6 ▲ 1.0 ▲ 1.0 0.3 0.2 0.0 ▲ 0.1 ▲ 2.6 ▲ 2.6 ▲ 2.6 ▲ 2.9

10-12 ▲ 0.7 ▲ 0.7 0.0 0.2 0.3 0.3 ▲ 5.7 ▲ 5.7 1.2 1.2 ▲ 2.9 ▲ 2.8 ▲ 1.9 ▲ 1.9 ▲ 2.6 ▲ 1.9

14 1-3 ▲ 0.3 ▲ 0.6 0.1 0.0 ▲ 2.2 ▲ 2.2 ▲ 1.9 ▲ 2.8 0.3 0.2 1.6 1.3 5.0 5.4 0.9 1.1

4-6 1.1 1.3 0.4 0.3 1.0 1.0 ▲ 0.5 ▲ 0.6 0.6 0.7 ▲ 1.9 ▲ 2.0 6.5 6.7 3.3 3.6

7-9 0.7 1.0 1.4 1.4 ▲ 1.2 ▲ 1.2 0.6 0.8 0.5 0.5 ▲ 0.6 ▲ 0.8 0.1 0.6 2.6 2.4

10-12 ▲ 0.1 0.2 ▲ 1.2 ▲ 0.8 ▲ 0.6 ▲ 0.6 1.9 2.1 0.0 0.1 ▲ 3.1 ▲ 2.6 3.7 3.8 1.4 1.4

15 1-3 ▲ 0.3 ▲ 0.1 ▲ 0.1 ▲ 0.1 ▲ 1.1 ▲ 1.1 0.4 1.8 0.2 0.2 ▲ 3.6 ▲ 2.9 1.1 0.8 0.9 0.7

4-6 0.9 1.1 ▲ 0.1 0.2 ▲ 0.1 ▲ 0.1 4.9 5.4 ▲ 0.3 ▲ 0.1 ▲ 3.2 ▲ 3.3 0.6 1.2 ▲ 2.3 ▲ 0.9

7-9 0.2 0.6 0.4 0.5 3.0 3.0 ▲ 1.1 ▲ 0.1 0.4 0.5 ▲ 5.1 ▲ 5.2 3.3 4.0 2.0 2.4

10-12 1.4 1.9 0.8 1.1 ▲ 1.0 ▲ 1.0 6.3 6.6 0.3 0.5 ▲ 2.9 ▲ 2.0 5.4 5.1 3.0 2.7

16 1-3 1.3 1.5 1.0 1.1 0.7 0.7 1.6 2.0 0.5 0.5 ▲ 4.4 ▲ 3.8 4.5 4.4 3.0 3.2

4-6 0.0 0.3 0.6 0.8 0.6 0.6 0.2 0.6 0.3 0.4 ▲ 6.9 ▲ 7.4 3.4 3.6 1.9 2.3

7-9 ▲ 0.0 0.1 0.6 0.9 0.2 0.2 ▲ 0.8 ▲ 0.2 0.5 0.6 ▲ 3.7 ▲ 4.2 0.4 0.4 2.3 2.7

図１ 図２ 図３
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表２　連鎖方式と固定基準年方式によるデフレーターの比較(前年同期比)

（前年同期比）

（単位：％）

項目 GDP 国内需要 家計最終消費支出 民間住宅 民間企業設備 政府最終消費支出 公的固定資本形成 財貨・サービスの輸出 財貨・サービスの輸入

四半期 連鎖方式
固定基準年

方式
連鎖方式

固定基準年
方式

連鎖方式
固定基準年

方式
連鎖方式

固定基準年
方式

連鎖方式
固定基準年

方式
連鎖方式

固定基準年
方式

連鎖方式
固定基準年

方式
連鎖方式

固定基準年
方式

連鎖方式
固定基準年

方式

7 1-3 ▲ 0.5 ▲ 0.4 ▲ 0.1 ▲ 0.1 0.1 0.1 ▲ 0.4 ▲ 0.4 ▲ 1.9 ▲ 1.7 1.2 1.1 ▲ 0.5 ▲ 0.4 ▲ 3.5 ▲ 3.3 ▲ 0.2 0.4

4-6 ▲ 0.8 ▲ 0.6 ▲ 0.6 ▲ 0.5 ▲ 0.4 ▲ 0.3 ▲ 1.0 ▲ 1.0 ▲ 2.1 ▲ 1.9 0.4 0.5 ▲ 0.6 ▲ 0.6 ▲ 7.1 ▲ 6.7 ▲ 6.4 ▲ 5.6

7-9 ▲ 0.4 ▲ 0.5 ▲ 0.6 ▲ 0.6 ▲ 0.4 ▲ 0.4 ▲ 0.9 ▲ 0.9 ▲ 1.8 ▲ 1.6 1.0 0.3 ▲ 0.9 ▲ 0.7 ▲ 0.2 0.1 ▲ 1.9 ▲ 1.3

10-12 ▲ 0.6 ▲ 0.5 ▲ 0.7 ▲ 0.6 ▲ 0.6 ▲ 0.6 ▲ 0.9 ▲ 0.9 ▲ 1.7 ▲ 1.4 ▲ 0.2 ▲ 0.1 ▲ 0.6 ▲ 0.4 2.4 2.4 1.3 1.9

8 1-3 ▲ 0.8 ▲ 0.7 ▲ 0.8 ▲ 0.6 ▲ 0.6 ▲ 0.4 ▲ 0.4 ▲ 0.4 ▲ 2.2 ▲ 2.2 0.2 0.1 ▲ 0.8 ▲ 0.9 3.7 3.6 4.7 4.7

4-6 ▲ 0.4 ▲ 0.4 ▲ 0.2 ▲ 0.2 ▲ 0.1 0.0 0.0 0.0 ▲ 2.2 ▲ 2.1 1.1 1.1 ▲ 0.9 ▲ 0.8 8.7 8.4 13.1 13.0

7-9 ▲ 0.8 ▲ 0.8 ▲ 0.2 ▲ 0.2 0.0 ▲ 0.0 0.5 0.5 ▲ 2.6 ▲ 2.6 1.8 1.8 ▲ 0.8 ▲ 0.8 1.7 1.3 9.1 8.7

10-12 ▲ 1.0 ▲ 1.0 ▲ 0.2 ▲ 0.3 0.2 0.1 1.8 1.8 ▲ 2.4 ▲ 2.5 0.1 0.1 ▲ 0.3 ▲ 0.3 ▲ 0.6 ▲ 0.8 8.9 8.4

9 1-3 ▲ 0.5 ▲ 0.7 0.4 0.2 0.2 0.0 2.1 2.1 ▲ 1.4 ▲ 1.5 1.7 1.6 0.3 0.3 1.0 0.9 10.7 10.3

4-6 0.6 0.5 1.1 1.0 1.5 1.4 3.6 3.6 ▲ 0.9 ▲ 1.0 1.0 1.0 2.0 2.1 1.2 1.3 7.4 7.0

7-9 0.6 0.5 0.9 0.7 1.5 1.3 1.9 1.9 ▲ 0.7 ▲ 0.9 0.0 0.0 1.2 1.2 1.1 1.1 4.3 4.0

10-12 0.8 0.8 0.9 0.7 1.3 1.1 0.1 0.1 ▲ 0.7 ▲ 0.7 1.6 1.6 0.4 0.6 3.0 2.8 3.2 2.8

10 1-3 0.8 0.9 0.3 0.4 1.1 1.0 ▲ 1.1 ▲ 1.1 ▲ 1.3 ▲ 1.1 1.0 1.0 ▲ 0.4 ▲ 0.3 0.6 0.7 ▲ 3.7 ▲ 4.0

4-6 ▲ 0.4 ▲ 0.2 ▲ 0.8 ▲ 0.8 ▲ 0.4 ▲ 0.5 ▲ 3.3 ▲ 3.3 ▲ 1.4 ▲ 0.9 ▲ 0.6 ▲ 0.6 ▲ 2.3 ▲ 2.2 3.1 3.0 ▲ 0.9 ▲ 1.4

7-9 ▲ 0.6 ▲ 0.6 ▲ 0.9 ▲ 0.9 ▲ 0.6 ▲ 0.7 ▲ 2.4 ▲ 2.4 ▲ 1.2 ▲ 0.8 ▲ 0.5 ▲ 0.5 ▲ 2.0 ▲ 1.9 4.7 4.6 2.3 2.3

10-12 ▲ 0.4 ▲ 0.4 ▲ 0.5 ▲ 0.6 ▲ 0.1 ▲ 0.3 ▲ 2.1 ▲ 2.1 ▲ 2.1 ▲ 1.8 ▲ 0.2 ▲ 0.2 ▲ 2.2 ▲ 2.1 ▲ 5.9 ▲ 5.6 ▲ 8.9 ▲ 8.6

11 1-3 ▲ 0.9 ▲ 1.0 ▲ 1.1 ▲ 1.2 ▲ 0.4 ▲ 0.6 ▲ 1.9 ▲ 1.9 ▲ 2.7 ▲ 3.0 ▲ 0.9 ▲ 1.0 ▲ 2.7 ▲ 2.9 ▲ 7.9 ▲ 7.6 ▲ 10.8 ▲ 10.6

4-6 ▲ 1.0 ▲ 1.3 ▲ 1.0 ▲ 1.2 ▲ 0.4 ▲ 0.6 ▲ 1.2 ▲ 1.2 ▲ 2.9 ▲ 3.4 ▲ 0.6 ▲ 0.7 ▲ 2.7 ▲ 2.9 ▲ 8.0 ▲ 8.0 ▲ 8.8 ▲ 8.4

7-9 ▲ 1.3 ▲ 1.6 ▲ 1.0 ▲ 1.2 ▲ 0.3 ▲ 0.5 ▲ 0.9 ▲ 0.9 ▲ 2.7 ▲ 3.2 ▲ 1.2 ▲ 1.3 ▲ 2.1 ▲ 2.3 ▲ 11.1 ▲ 11.1 ▲ 10.3 ▲ 9.6

10-12 ▲ 1.8 ▲ 2.1 ▲ 1.5 ▲ 1.7 ▲ 0.9 ▲ 1.1 ▲ 0.6 ▲ 0.6 ▲ 2.1 ▲ 2.8 ▲ 3.3 ▲ 3.4 ▲ 1.6 ▲ 1.9 ▲ 6.5 ▲ 6.5 ▲ 3.8 ▲ 3.7

12 1-3 ▲ 1.4 ▲ 1.8 ▲ 0.8 ▲ 1.2 ▲ 0.6 ▲ 1.0 0.4 0.4 ▲ 1.5 ▲ 2.0 ▲ 1.4 ▲ 1.4 ▲ 0.4 ▲ 0.4 ▲ 3.9 ▲ 4.2 2.5 2.2

4-6 ▲ 1.6 ▲ 1.9 ▲ 1.0 ▲ 1.3 ▲ 0.9 ▲ 1.2 ▲ 0.3 ▲ 0.3 ▲ 1.5 ▲ 2.3 ▲ 1.8 ▲ 1.9 ▲ 0.2 ▲ 0.4 ▲ 6.3 ▲ 6.4 ▲ 1.1 ▲ 1.5

7-9 ▲ 1.4 ▲ 1.9 ▲ 0.9 ▲ 1.4 ▲ 0.9 ▲ 1.4 0.0 0.0 ▲ 2.0 ▲ 3.0 0.7 0.6 ▲ 0.1 ▲ 0.4 ▲ 3.7 ▲ 3.8 1.6 0.6

10-12 ▲ 1.5 ▲ 2.2 ▲ 0.9 ▲ 1.6 ▲ 0.9 ▲ 1.5 ▲ 0.2 ▲ 0.1 ▲ 1.9 ▲ 3.1 ▲ 0.7 ▲ 0.8 ▲ 0.3 ▲ 0.6 ▲ 0.9 ▲ 1.3 5.6 4.4

13 1-3 ▲ 1.2 ▲ 1.8 ▲ 0.8 ▲ 1.5 ▲ 0.8 ▲ 1.5 ▲ 0.7 ▲ 0.7 ▲ 1.9 ▲ 2.9 0.6 0.5 ▲ 1.0 ▲ 1.6 1.3 1.2 5.9 5.0

4-6 ▲ 1.3 ▲ 1.7 ▲ 0.8 ▲ 1.4 ▲ 0.9 ▲ 1.5 ▲ 0.2 ▲ 0.2 ▲ 2.1 ▲ 2.7 0.1 0.0 ▲ 0.9 ▲ 1.2 2.1 2.3 7.4 6.2

7-9 ▲ 1.4 ▲ 1.4 ▲ 1.2 ▲ 1.3 ▲ 1.0 ▲ 1.5 ▲ 1.5 ▲ 1.5 ▲ 2.5 ▲ 2.2 ▲ 0.1 ▲ 0.1 ▲ 2.0 ▲ 2.0 1.0 1.2 3.6 3.2

10-12 ▲ 1.3 ▲ 1.2 ▲ 1.4 ▲ 1.5 ▲ 1.3 ▲ 1.9 ▲ 1.5 ▲ 1.5 ▲ 3.1 ▲ 2.9 ▲ 0.8 ▲ 0.8 ▲ 2.1 ▲ 1.9 0.4 0.6 ▲ 1.4 ▲ 2.3

14 1-3 ▲ 1.4 ▲ 0.6 ▲ 1.6 ▲ 1.0 ▲ 1.4 ▲ 1.5 ▲ 1.4 ▲ 1.4 ▲ 3.0 ▲ 2.3 ▲ 0.1 ▲ 0.1 ▲ 1.8 ▲ 1.4 0.9 1.0 ▲ 1.7 ▲ 2.4

4-6 ▲ 1.3 ▲ 1.0 ▲ 1.5 ▲ 1.1 ▲ 1.3 ▲ 1.3 ▲ 1.9 ▲ 1.9 ▲ 2.9 ▲ 1.9 ▲ 0.8 ▲ 0.8 ▲ 2.1 ▲ 1.7 ▲ 1.1 ▲ 1.6 ▲ 2.2 ▲ 3.1

7-9 ▲ 1.3 ▲ 1.3 ▲ 1.3 ▲ 1.2 ▲ 1.1 ▲ 1.1 ▲ 1.0 ▲ 1.0 ▲ 2.4 ▲ 1.5 ▲ 0.5 ▲ 0.6 ▲ 1.3 ▲ 1.0 ▲ 2.8 ▲ 3.9 ▲ 3.2 ▲ 4.0

10-12 ▲ 1.3 ▲ 1.7 ▲ 1.0 ▲ 1.2 ▲ 0.9 ▲ 1.2 ▲ 0.7 ▲ 0.7 ▲ 2.0 ▲ 1.5 ▲ 0.5 ▲ 0.6 ▲ 1.0 ▲ 0.8 ▲ 0.8 ▲ 1.9 2.4 2.2

15 1-3 ▲ 2.2 ▲ 3.1 ▲ 1.6 ▲ 2.4 ▲ 0.8 ▲ 1.1 ▲ 0.4 ▲ 0.4 ▲ 2.8 ▲ 4.6 ▲ 4.1 ▲ 4.3 ▲ 0.8 ▲ 1.7 ▲ 4.9 ▲ 5.4 0.5 0.8

4-6 ▲ 1.1 ▲ 2.0 ▲ 0.9 ▲ 1.8 ▲ 0.8 ▲ 1.4 ▲ 0.3 ▲ 0.3 ▲ 3.1 ▲ 5.2 0.4 0.1 ▲ 0.6 ▲ 1.5 ▲ 2.7 ▲ 3.5 ▲ 1.2 ▲ 2.0

7-9 ▲ 1.1 ▲ 2.1 ▲ 0.9 ▲ 2.0 ▲ 0.6 ▲ 1.4 0.1 0.1 ▲ 3.0 ▲ 5.8 ▲ 0.8 ▲ 1.2 ▲ 0.3 ▲ 1.6 ▲ 0.5 ▲ 1.6 1.2 ▲ 0.2

10-12 ▲ 1.5 ▲ 2.7 ▲ 1.3 ▲ 2.5 ▲ 0.7 ▲ 1.6 ▲ 0.2 ▲ 0.1 ▲ 2.9 ▲ 6.1 ▲ 2.0 ▲ 2.4 ▲ 0.4 ▲ 1.7 ▲ 5.6 ▲ 6.2 ▲ 4.6 ▲ 5.8

16 1-3 ▲ 1.1 ▲ 2.6 ▲ 1.0 ▲ 2.6 ▲ 0.7 ▲ 1.6 0.4 0.4 ▲ 2.2 ▲ 4.3 ▲ 2.2 ▲ 2.5 0.5 ▲ 0.9 ▲ 3.6 ▲ 4.3 ▲ 3.5 ▲ 5.0

4-6 ▲ 1.5 ▲ 2.7 ▲ 0.9 ▲ 2.1 ▲ 0.7 ▲ 1.6 0.8 0.8 ▲ 1.4 ▲ 3.4 ▲ 1.7 ▲ 1.9 0.9 ▲ 0.0 ▲ 3.2 ▲ 3.5 1.8 1.2

7-9 ▲ 1.0 ▲ 2.1 ▲ 0.5 ▲ 1.6 ▲ 0.6 ▲ 1.6 1.0 1.0 ▲ 1.0 ▲ 2.4 ▲ 0.3 ▲ 0.6 1.3 0.4 ▲ 1.3 ▲ 1.0 3.4 2.8

図４ 図５ 図６

（注）実質値の指数算式はラスパイレス型連鎖数量指数、デフレーターの指数算式はパーシェ型デフレーターである。
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表３　連鎖方式と固定基準年方式による年度値・年度デフレーターの比較（前年度比）

実質年度（前年度比） 

（単位：％）

項目 GDP 家計最終消費支出 民間住宅 民間企業設備 政府最終消費支出 公的固定資本形成 財貨・サービスの輸出 財貨・サービスの輸入

年度 連鎖方式 固定基準年方式 連鎖方式 固定基準年方式 連鎖方式 固定基準年方式 連鎖方式 固定基準年方式 連鎖方式 固定基準年方式 連鎖方式 固定基準年方式 連鎖方式 固定基準年方式 連鎖方式 固定基準年方式

7 2.4 2.4 2.3 2.2 ▲ 5.5 ▲ 5.5 3.2 3.0 3.9 4.0 8.0 7.9 4.6 4.5 15.1 14.5

8 3.5 3.6 2.6 2.6 13.4 13.4 9.2 9.2 2.5 2.5 ▲ 2.9 ▲ 2.9 7.7 8.0 10.1 10.4

9 0.5 0.6 ▲ 1.0 ▲ 0.8 ▲ 18.9 ▲ 18.9 7.5 7.5 0.9 0.9 ▲ 5.9 ▲ 6.0 8.9 8.9 ▲ 1.9 ▲ 1.6

10 ▲ 1.0 ▲ 1.0 0.2 0.4 ▲ 10.7 ▲ 10.7 ▲ 5.0 ▲ 5.2 2.8 2.9 2.0 2.0 ▲ 3.7 ▲ 3.8 ▲ 6.5 ▲ 6.5

11 0.5 0.9 0.1 0.3 3.7 3.7 ▲ 0.8 ▲ 0.3 4.6 4.7 ▲ 0.8 ▲ 0.7 5.5 5.6 6.6 6.4

12 2.5 3.0 0.8 1.3 ▲ 0.3 ▲ 0.3 8.7 9.7 4.6 4.7 ▲ 8.1 ▲ 7.8 9.3 9.5 8.2 9.2

13 ▲ 1.1 ▲ 1.2 0.7 1.2 ▲ 7.9 ▲ 7.9 ▲ 3.2 ▲ 3.4 2.7 2.7 ▲ 5.1 ▲ 5.2 ▲ 7.1 ▲ 7.2 ▲ 3.9 ▲ 3.1

14 0.9 1.1 0.9 1.0 ▲ 2.2 ▲ 2.2 ▲ 3.4 ▲ 3.5 2.0 2.1 ▲ 5.1 ▲ 5.1 11.1 12.0 5.0 5.4

15 2.0 3.2 0.6 1.4 0.3 0.3 9.4 12.3 0.7 1.0 ▲ 13.5 ▲ 12.5 10.1 11.0 3.6 4.9

年度デフレーター（前年度比） 

（単位：％）

項目 GDP 家計最終消費支出 民間住宅 民間企業設備 政府最終消費支出 公的固定資本形成 財貨・サービスの輸出 財貨・サービスの輸入

年度 連鎖方式 固定基準年方式 連鎖方式 固定基準年方式 連鎖方式 固定基準年方式 連鎖方式 固定基準年方式 連鎖方式 固定基準年方式 連鎖方式 固定基準年方式 連鎖方式 固定基準年方式 連鎖方式 固定基準年方式

7 ▲ 0.6 ▲ 0.6 ▲ 0.5 ▲ 0.4 ▲ 0.8 ▲ 0.8 ▲ 2.0 ▲ 1.8 0.4 0.2 ▲ 0.7 ▲ 0.7 ▲ 0.2 ▲ 0.1 ▲ 0.4 0.1

8 ▲ 0.7 ▲ 0.8 0.1 0.0 1.1 1.1 ▲ 2.1 ▲ 2.2 1.2 1.2 ▲ 0.4 ▲ 0.4 2.5 2.3 10.2 9.9

9 0.7 0.7 1.4 1.2 1.2 1.2 ▲ 0.9 ▲ 0.9 0.9 0.9 0.7 0.8 1.5 1.5 2.6 2.3

10 ▲ 0.6 ▲ 0.5 ▲ 0.4 ▲ 0.5 ▲ 2.5 ▲ 2.5 ▲ 1.9 ▲ 1.7 ▲ 0.6 ▲ 0.6 ▲ 2.3 ▲ 2.4 ▲ 1.5 ▲ 1.4 ▲ 4.6 ▲ 4.6

11 ▲ 1.4 ▲ 1.7 ▲ 0.6 ▲ 0.8 ▲ 0.6 ▲ 0.6 ▲ 2.3 ▲ 2.9 ▲ 1.7 ▲ 1.8 ▲ 1.6 ▲ 1.8 ▲ 7.6 ▲ 7.7 ▲ 5.4 ▲ 5.2

12 ▲ 1.4 ▲ 2.0 ▲ 0.9 ▲ 1.4 ▲ 0.3 ▲ 0.3 ▲ 1.9 ▲ 2.8 ▲ 0.4 ▲ 0.5 ▲ 0.4 ▲ 0.8 ▲ 2.4 ▲ 2.6 3.1 2.2

13 ▲ 1.3 ▲ 1.2 ▲ 1.2 ▲ 1.6 ▲ 1.2 ▲ 1.2 ▲ 2.7 ▲ 2.5 ▲ 0.2 ▲ 0.2 ▲ 1.8 ▲ 1.6 1.1 1.3 1.9 1.1

14 ▲ 1.5 ▲ 1.8 ▲ 1.0 ▲ 1.2 ▲ 1.0 ▲ 1.0 ▲ 2.6 ▲ 2.5 ▲ 1.5 ▲ 1.5 ▲ 1.2 ▲ 1.3 ▲ 2.4 ▲ 3.2 ▲ 0.7 ▲ 1.1

15 ▲ 1.2 ▲ 2.4 ▲ 0.7 ▲ 1.5 0.0 0.0 ▲ 2.8 ▲ 5.3 ▲ 1.1 ▲ 1.5 ▲ 0.2 ▲ 1.4 ▲ 3.2 ▲ 4.0 ▲ 2.1 ▲ 3.4

（注）連鎖方式については、実質値の指数算式はラスパイレス型連鎖数量指数、デフレーターの指数算式はパーシェ型デフレーターである。 ２１



表４　実質GDPと内訳項目との開差（季節調整系列）

（単位：1995暦年連鎖価格10億円、％）

項目
内訳項目の

積上げ
同　左
前期比

実質GDP
同　左
前期比

開差 開差/実質GDP

四半期 (A） (B） (C)=(B）－(A） (C)/(B）

6 1-3 269,562.8 264,935.2 23,801.2 71,185.2 ▲ 1,617.1 69,199.2 41,281.6 177.3 42,787.7 32,560.6 483,817.4 483,869.2 51.8 0.0

4-6 269,925.6 265,274.9 24,736.5 71,885.6 ▲ 456.5 69,666.0 39,927.5 277.0 42,888.3 33,520.9 485,329.1 0.3 485,406.4 0.3 77.3 0.0

7-9 274,500.7 269,825.9 26,779.3 71,149.7 ▲ 1,274.2 70,329.6 39,646.9 443.5 43,626.9 34,208.8 490,993.5 1.2 491,040.7 1.2 47.2 0.0

10-12 272,984.7 268,247.7 25,792.6 72,205.6 ▲ 846.7 70,393.5 39,319.0 500.6 44,024.6 34,779.1 489,594.7 ▲ 0.3 489,687.3 ▲ 0.3 92.6 0.0

7 1-3 273,344.5 268,507.2 24,994.7 71,322.1 2,913.1 71,954.8 38,012.3 307.8 44,399.8 35,737.4 491,511.7 0.4 491,700.3 0.4 188.6 0.0

4-6 275,821.0 270,865.7 24,005.7 74,757.9 1,385.3 72,215.4 37,958.0 48.3 45,170.7 37,186.8 494,175.6 0.5 494,405.3 0.6 229.7 0.0

7-9 278,212.5 273,155.0 23,404.8 74,524.2 2,562.1 73,166.8 41,166.0 108.9 45,455.4 39,137.6 499,463.0 1.1 499,714.0 1.1 251.1 0.1

10-12 280,323.1 275,206.4 24,181.1 74,559.8 1,261.9 73,745.4 42,916.7 44.3 45,726.5 40,889.1 501,869.8 0.5 502,098.4 0.5 228.6 0.0

8 1-3 281,694.9 276,562.1 25,336.5 71,912.0 2,558.5 74,124.1 45,516.4 811.8 46,724.7 41,824.8 506,854.1 1.0 507,090.2 1.0 236.1 0.0

4-6 282,828.5 277,676.9 26,584.5 76,190.4 3,424.5 74,562.1 45,728.0 18.2 46,717.3 43,449.2 512,604.4 1.1 512,912.6 1.1 308.2 0.1

7-9 283,494.7 278,307.1 27,556.6 79,690.4 3,407.3 74,664.6 42,023.2 231.7 47,885.2 43,465.3 515,488.5 0.6 515,831.4 0.6 342.9 0.1

10-12 286,252.2 281,035.6 28,376.4 81,727.4 3,326.8 76,068.1 39,953.6 391.2 50,534.0 43,966.1 522,663.6 1.4 523,055.0 1.4 391.4 0.1

9 1-3 292,990.1 287,753.5 27,313.8 84,254.1 365.5 75,296.6 38,230.7 396.3 52,035.9 44,211.9 526,671.0 0.8 527,118.2 0.8 447.2 0.1

4-6 281,622.1 276,429.3 24,220.9 86,024.3 5,279.2 75,759.5 37,453.6 ▲ 40.9 54,104.7 43,691.3 520,732.1 ▲ 1.1 521,270.7 ▲ 1.1 538.6 0.1

7-9 284,673.3 279,524.2 22,418.6 86,056.7 2,334.4 75,524.5 40,659.5 125.4 52,917.0 43,445.9 521,263.5 0.1 521,774.4 0.1 511.0 0.1

10-12 284,309.2 279,032.7 21,329.7 87,303.7 3,645.8 75,949.5 38,788.4 546.2 54,673.4 42,528.2 524,017.7 0.5 524,675.9 0.6 658.2 0.1

10 1-3 284,605.7 279,034.7 21,187.1 87,126.8 1,733.0 76,091.6 37,382.9 315.6 53,040.2 42,040.6 519,442.3 ▲ 0.9 520,119.9 ▲ 0.9 677.6 0.1

4-6 283,656.0 277,728.6 20,707.0 85,227.2 ▲ 1,945.0 76,862.8 36,347.3 168.6 52,258.1 40,293.8 512,988.2 ▲ 1.2 513,999.6 ▲ 1.2 1,011.4 0.2

7-9 286,342.5 280,128.6 20,137.2 84,028.3 930.0 77,394.8 37,123.0 ▲ 22.9 52,150.5 40,377.4 517,705.8 0.9 518,792.9 0.9 1,087.1 0.2

10-12 286,482.4 280,129.5 19,431.6 80,378.4 ▲ 93.6 78,257.7 40,952.7 ▲ 261.1 51,308.5 39,443.9 517,012.8 ▲ 0.1 518,396.0 ▲ 0.1 1,383.2 0.3

11 1-3 284,654.6 278,310.3 19,312.2 80,189.8 ▲ 2,174.2 79,383.2 41,806.6 13.8 51,126.8 40,549.0 513,763.9 ▲ 0.6 515,128.3 ▲ 0.6 1,364.3 0.3

4-6 284,404.7 278,006.5 20,776.5 79,843.9 ▲ 124.0 80,179.1 41,661.3 81.6 51,846.2 41,430.8 517,238.6 0.7 518,508.3 0.7 1,269.7 0.2

7-9 285,780.0 279,269.7 21,190.9 80,002.5 ▲ 3,106.9 81,310.3 39,538.0 70.1 53,794.8 42,525.2 516,054.5 ▲ 0.2 517,513.6 ▲ 0.2 1,459.0 0.3

10-12 285,816.8 279,352.2 20,125.8 81,995.2 ▲ 1,784.1 81,744.6 38,632.9 ▲ 51.9 55,037.7 43,456.6 518,060.5 0.4 519,331.0 0.4 1,270.5 0.2

12 1-3 285,964.7 279,704.6 20,366.9 84,711.0 ▲ 2,113.5 82,912.9 37,253.6 227.4 57,573.3 43,741.3 523,154.9 1.0 524,247.0 0.9 1,092.0 0.2

4-6 286,222.8 280,265.7 20,714.5 84,288.7 ▲ 668.3 84,313.9 37,888.8 162.0 59,440.1 45,284.9 527,077.6 0.7 528,023.9 0.7 946.3 0.2

7-9 285,971.6 280,251.0 20,214.1 87,541.5 331.5 85,206.4 36,089.9 93.8 60,269.1 45,888.7 529,829.1 0.5 530,564.7 0.5 735.7 0.1

10-12 287,338.7 281,616.0 20,703.5 93,683.4 751.1 85,652.2 33,916.7 156.7 60,362.2 47,288.2 535,276.3 1.0 535,730.4 1.0 454.1 0.1

13 1-3 289,686.8 283,721.9 20,593.5 89,971.9 3,039.3 85,987.6 36,186.1 86.4 58,381.1 46,827.8 537,105.0 0.3 537,918.2 0.4 813.2 0.2

4-6 289,918.0 283,662.5 19,087.0 89,812.7 664.6 86,826.4 34,429.5 ▲ 132.9 56,346.6 45,902.7 531,049.3 ▲ 1.1 532,161.8 ▲ 1.1 1,112.5 0.2

7-9 289,747.7 283,300.4 18,977.1 88,946.7 ▲ 1,966.6 87,051.7 34,431.0 ▲ 139.6 54,880.3 44,714.1 527,214.0 ▲ 0.7 528,579.6 ▲ 0.7 1,365.6 0.3

10-12 289,883.5 283,356.8 19,027.4 83,840.7 ▲ 1,639.4 88,101.5 33,443.0 98.7 53,853.1 43,553.9 523,054.4 ▲ 0.8 524,672.1 ▲ 0.7 1,617.6 0.3

14 1-3 290,205.6 283,711.5 18,604.7 82,275.9 ▲ 4,620.2 88,373.5 33,971.5 6.9 56,541.4 43,967.5 521,391.8 ▲ 0.3 522,918.0 ▲ 0.3 1,526.3 0.3

4-6 291,225.5 284,771.4 18,787.7 81,827.4 ▲ 1,195.1 88,937.8 33,311.1 10.8 60,205.4 45,425.2 527,685.5 1.2 528,549.3 1.1 863.9 0.2

7-9 295,131.8 288,672.8 18,555.0 82,315.4 ▲ 456.8 89,409.1 33,109.8 34.4 60,279.2 46,593.6 531,784.3 0.8 532,317.0 0.7 532.7 0.1

10-12 291,792.2 285,310.1 18,437.7 83,903.9 906.0 89,434.8 32,098.0 ▲ 55.7 62,528.2 47,267.4 531,777.7 ▲ 0.0 531,682.8 ▲ 0.1 ▲ 94.8 ▲ 0.0

15 1-3 291,679.8 285,157.8 18,232.8 84,234.4 ▲ 94.9 89,589.9 30,927.4 33.5 63,201.4 47,707.8 530,096.5 ▲ 0.3 529,887.1 ▲ 0.3 ▲ 209.4 ▲ 0.0

4-6 291,561.1 284,998.4 18,215.2 88,355.0 625.7 89,358.6 29,934.5 109.4 63,569.1 46,634.2 535,094.3 0.9 534,520.0 0.9 ▲ 574.2 ▲ 0.1

7-9 292,595.8 285,999.5 18,760.7 87,393.9 1,544.7 89,753.4 28,417.0 ▲ 44.9 65,694.9 47,565.6 536,549.9 0.3 535,820.1 0.2 ▲ 729.8 ▲ 0.1

10-12 294,984.8 288,358.1 18,571.8 92,923.2 432.1 90,050.9 27,582.3 ▲ 118.4 69,253.6 48,993.5 544,686.8 1.5 543,416.3 1.4 ▲ 1,270.5 ▲ 0.2

16 1-3 297,824.3 291,170.2 18,698.6 94,424.8 2,363.1 90,542.9 26,355.5 ▲ 71.6 72,401.2 50,457.1 552,081.8 1.4 550,367.8 1.3 ▲ 1,714.1 ▲ 0.3

4-6 299,487.3 292,806.2 18,809.2 94,648.7 446.6 90,797.8 24,537.1 ▲ 28.0 74,854.6 51,427.0 552,126.3 0.0 550,390.7 0.0 ▲ 1,735.6 ▲ 0.3

7-9 301,319.3 294,609.9 18,846.3 93,856.8 456.4 91,293.5 23,626.5 ▲ 11.9 75,174.2 52,613.0 551,948.3 ▲ 0.0 550,208.0 ▲ 0.0 ▲ 1,740.3 ▲ 0.3

財貨・サービスの
輸入

民間在庫品増加
家計最終
消費支出

民間最終
消費支出

民間住宅 民間企業設備
政府最終
消費支出

公的固定
資本形成

公的在庫品増加
財貨・サービスの

輸出

２２
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